
「社会に価値をつくりだすエンジニアリングチーム」として、
よりよい社会の実現を目指します

三井E&Sグループの2016年度から2025年度の長期の方向性を示すものが、「Mitsui E&S Group 2025 Vision」です。

企業理念である「社会に人に信頼される ものづくり企業であり続けます」を実践するために、

目まぐるしく変化する外部環境に目を向け、私たちが今後何に取り組むべきかを考え策定しました。

三井E&Sグループは、
社会に価値をつくりだすエンジニアリングチームへ。

よりよい社会の実現

Mitsui E&S Group

社会に価値をつくりだすエンジニアリングチーム

Solution
ソリューション

多彩な製品・サービス エンジニアリング力 お客様、パートナー企業
とのつながり ものづくりへのこだわり

社会課題・ニーズ

海上物流・
輸送

環境・
エネルギー 社会・産業

インフラ

▍ありたい姿

注力する3つの事業領域

株主総会三井E&Sホールディングスグループ戦略
立案・実行

事業戦略
立案・実行

持株会社直下の子会社

報酬諮問委員会
監査・監督機能

三井E&Sホールディングス
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トータルリスク・内部統制委員会

業務執行機能
グループ内部統制
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経営委員会

CEO

子会社 子会社 子会社

そ
の
他
の
子
会
社

加
地
テ
ッ
ク

昭
和
飛
行
機
工
業

三
井
海
洋
開
発

三
井
E
&
S
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ビ
ス

三
井
E
&
S
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

三
井
E
&
S
マ
シ
ナ
リ

三
井
E
&
S
造
船

Burm
eister & W

ain
Scandinavian Contractor A/S(BW

SC)

持株会社体制へ移行
グループ経営と事業経営を分離し、
組織・機能・権限を明確化

▍戦略の柱と共通施策

▍17中計から2025Visionまでの道程

グループ全体の経営戦略に関する審議・方針決定を行う
グループ経営委員会を新設

「ありたい姿」を実現するために、業務フローを3段階に分けて「戦略の柱」を設定

連携・協業の推進　　　　　　グローバル化の推進　　　　　　技術開発の強化

マーケティング
営業 設計 製造

建設 運転保守調達企画・製品開発

戦略の柱 01

製品・サービスの
付加価値向上

戦略の柱 02

製造・ EPC（設計・調達・建設）の
構造変革

戦略の柱 03

周辺サービスの
拡大・強化

共通施策

▍経営基盤の深化

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

14中計 17中計 20中計 23中計
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2025Vision
目標

20中計目標

17中計目標14中計目標

売上未達 売上修正

売上
修正

売上高（左軸）
■中計目標値
■見直し後の目標値

経常利益率（右軸）
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長期計画


